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As a summary of the exercises in 2016 gave an open lecture for elementary school students. The purpose of public 

lectures is to get in contact with the technology while playing in elementary school children asked to the operation of the 

locomotion robot. This open lecture has been planned and operated by students mainly. This report summarizes the effect 

to a primary schoolchild and our school students of the open lecture. 
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１．はじめに 

 

本学では，高い専門性を有し，かつ異分野融合

力を養成することを目的とし改組を実施し，平成

28 年度より総合理工学科 1)をスタートさせた．ま

た，この目的を実現させるために，平成 27 年度よ

り「学科横断創造演習」を試行的に開始した．こ

の学科横断授業の導入理由は次の二つである．i)

改組前の平成27年度以前入学生も改組目的を達成

できる教育システムに参加させるため，ii)改組に

備えるためスムーズに目標を設定できる科目構成

できるように問題点の把握するためである．この

演習の対象学生は，本科 3 年生と 4 年生であり，3

年生は通年で 4 年生は前期のみであり，どちらも

コマ数は 1 時間である．4 年生は原則として，3 年

次で配属されたテーマを継続するものとしている．

テーマは，チーム・プロジェクトを組んでできる

内容としている．実施初年度である平成27年度は，

3 年生のみに実施した．筆者らが設定したテーマで

は，機械工学科 1 名，電気電子工学科 3 名，電子

制御工学科 3 名，情報工学科 3 名の計 12 名の学生

が配属された．設定したテーマの特色としては，

学生らがこの演習で学んできた技術をもとに小学

生向けの公開講座を行うことである． 

本報告では，初年度配属の 3 年生が 4 年生前期

を終え，1 年半の成果まとめとして実施した小学生

向け公開講座の結果についてまとめたものである． 

 

 

 

２．演習テーマ概要 

 

 学科横断授業において筆者らは「ロボットのセ

ンサー制御＆プログラミング」というテーマで授

業を行っている．内容としては，移動ロボットを

組み立て，ロボットを動作させるためのプログラ

ムの作成を行い，ロボットを制御するためのセン

サーを設計し，ロボットに接続して動作させると

いったものである．授業で用いたロボットは，近

藤科学株式会社の KHR-3HV ver.2 というものであ

り，初年度の学生は図１に示すような部品を組み

立て，図２に示すロボットを完成させた．その後

に，このロボット専用のコントロールソフトウェ

アを用いてロボットを操作するためのサーボモー

タの調整などを行った．また，ロボット操作を簡

単に行うために，図３に示すような無線コントロ

ーラでの操作を可能とするために，無線コントロ

ーラーアダプタの取り付けを行った．使用した，

コントローラはヴィストン株式会社の VS-C3，無線

コントローラーアダプタは Hotproceed 製の REV-3

というものを使用した．コントローラを用いるこ

とによって，コントローラの左スティックでロボ

ットを歩かせることができ，各種ボタンにはパン

チやキックなどの各種動作を割り当てることによ

って簡単な操作が可能となった．初年度の本テー

マに配属となった平成２７年度３年生は，以上の

作業をほぼ１年かけて行ってきた． 
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図１ ロボット構成部品 

 

 

図２ 組み立て済みのロボット 

 

 
図３ ロボット操作用コントローラ 

 

３．公開講座概要 

  

 実施した小学生向け公開講座は「ロボットで遊

ぼう！！」というタイトルを設定した．内容は，

４年生が３年生のときに作成・調整を行ったロボ

ットを用いて，４つのコーナーで遊んでもらうと

いったものである．４つのコーナーは以下の通り

である． 

（１）複雑な動作をさせてみよう 

コントローラ（図３）の○，△，☐，×ボタ

ンに，拍手，逆立ち，腕立て，うさぎ跳びの動 

 

図４ 徒競争コース 

 

 

図５ 的倒し用の的と障害物 

 

 

図６ サッカー 

 

作を割り当て，ボタンを押すといった操作のみ

でそれらの動作をロボットにさせる． 

（２）徒競争 

図４に示すような 150 cm くらいの直線コー

スを実験机上に作成し，スタートからゴールま

での時間を競う． 

（３）的倒し 

図５に示すような的・障害物をパンチやキッ

クで倒せるように操作する． 

（４）サッカー 

図６に示すように卓球ボールをロボットのキ

ックでゴールに入れる． 

それぞれのコーナー立案とその準備は，３名ずつ

の班ごとで行った．また，図７に示すコントロー

ラの操作説明書を兼ねたしおりは４名ぐらいの学

生がデザイン考案を行い作成した． 
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図７ 配布したしおり 

 

 

図８ 徒競争の様子 

 

 

図９ サッカーの様子 

 

４．公開講座の結果 

 

４．１ 参加小学生に対して 

 公開講座は，平成２８年８月２日（火）の放課

後の１時間程度で実施し，小学校３年生７名（男

子６名，女子１名），４年生１２名（男子８名，女

子４名），５年生１名（男子１名，女子０名）の２

０名と保護者の方々に参加いただいた．  

 

(a) 項目（１） 

 

 

(b) 項目（２） 

 

 

(c) 項目（３） 

図１０ 参加小学生へのアンケート結果 

 

図８，図９に徒競争コーナー，サッカーコーナー

それぞれを体験している小学生の様子を示す．参

加してくれた小学生と保護者の方々皆さまが楽し

んでいる様子が伺えた．公開講座終了後には，今

回の学生主体で実施した公開講座について検証す

るため参加してくれた小学生２０名に対し以下の

項目のアンケートを行った． 

(1) 今日の活動は楽しかったですか？ 

(2) また参加したいですか？ 

(3) 理科への興味が高まりましたか？ 

図１０にアンケート結果を示す．項目（１）の結

果より，参加していただいた小学生には満足して

もらえたものと考える．また，項目（３）の結果

0% 50% 100%

とても楽しかった まあまあ楽しかった

あまり楽しくなかった 全然楽しくなかった

70% 80% 90% 100%

どんどん参加したい 少し参加したい

あまり参加したくない もう参加したくない

0% 50% 100%

さらに興味を持った 少し興味を持った

少し興味がうすれた 興味がなくなった
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より，子供たちの理科や科学への興味の深化を促

すことにつながったと考える．総合して，公開講

座の目的である，技術などをわかりやすく社会へ

還元，子供への学びの場の提供を達成できたもの

と考える． 

４．２ 本校学生に対して 

 公開講座について，教員は小学校との折衝を行

ったのみであり，立案・準備や当日司会進行もす

べて４年生が行った．担当した学生たちは，津山

高専のことを知ってもらいたい，ロボットに興味

を持って欲しいという思いで，作業に当たってい

たようである．これらの学生たちの頑張りが公開

講座の成功につながったと思われる．自分たちで

準備を行い，その結果として公開講座が成功を収

めたことは学生たちにとって良い経験となったは

ずである．これらのことは，学科横断創造演習の

報告書に，「当日は，子供たちが楽しいと言って喜

んでくれたので，大成功だったと思う.」，「少しで

も津山高専のことを知ってもらいたい，ロボット

に興味を持ってほしいと思い，補足説明もがんば

った.」，「公開講座当日はたくさんの子供たちをま

とめたりするのが大変だった.どのように説明す

れば理解してもらえるかを考えながら進めていく

のが難しかった．楽しかったという声を聞いて公

開講座を行って良かったと思えた．」などのコメン

トがあったことから学生自身が自ら計画・行動を

行ったことに対して良い達成感を得ていることが

わかる．  

 

５．まとめ 

 

 本報告は，平成 27 年度の 3 年生が学科横断創造

演習において，1 年半の成果の一つとして行った公

開講座についてまとめたものである．公開講座に

参加してくれた小学生のアンケート結果より，公

開講座としての目的達成し成功を収めたと考えら

れる．また，本校学生へも良い効果があったと考

えられる．今回は，4 年生について学科横断創造演

習の集大成として公開講座を実施したことについ

てのアンケートをとっていなかった．次年度では，

公開講座を実施した学生に対しアンケートを行い，

学科横断創造演習の集大成としての公開講座の効

果検証を行う． 
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